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Ⅰ SPring-8 蛋白質結晶構造解析ビームラインの高度化研究 

Research and Development for SPring-8 Structural Biology Beamlines 
 

山本雅貴 
Yamamoto, M. 

 

タンパク質結の高精度構造解析のために SPring-8 構造生物学用ビームラインでは、微小結晶や超分

子複合体の巨大格子結晶など解析対象の拡大と構造決定の簡便・迅速化を目指したビームラインの高

度化研究を進めている。微小結晶構造解析では、1µm 集光ビームを実現した｢ターゲットタンパク研

究プログラム｣用の超高輝度マイクロビームビームライン(BL32XU)を利用して、膜タンパク質等ミク

ロンオーダサイズの高難度微小結晶からの構造解析および解析手法の研究・開発を進めている。また、

より簡便に SPring-8 での構造解析を行うために、遠隔地からのビームライン利用を可能にするリモ

ートアクセス技術を開発して、一部のビームラインでユーザ利用を進めている。 
 

 

Ⅱ 蛋白質結晶構造解析での新規解析手法の開発 

Research and Development for Protein Crystallography 
 

山本雅貴 
Yamamoto, M. 

 

SPring-8 の超高輝度放射光は、タンパク質微小結晶からの構造解析やタンパク質の機能解明に向

けた精密構造解析を可能にした。しかし、超高輝度放射光によるタンパク質の放射線損傷は構造解析

にとって最大の障害となっている。そこで、放射線損傷を低減した回折強度測定を可能にするヘリカ

ルデータ収集法等の研究開発を進めている。さらに、微小結晶構造解析の普及を目指して、壊れやす

い微小結晶を安全かつ簡便に取り扱う光ピンセット等による微小結晶ハンドリング技術の開発を進め

ている。また、これらの新規技術を応用した様々な構造解析にも取組んでいる。 
 

 

Ⅲ 脂質メディエータの構造生物学的研究 

Structural study of proteins involving in lipid-mediators 
 

吾郷日出夫 
Ago, H. 
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 生体膜に含まれる脂質の酵素的代謝産物である脂質性情報伝達物質は、その強い生理活性によって

幅広い生理機能の調節に関わると同時に、その代謝異常が病気の症状の原因と成りうる。本研究では、

脂質代謝に関与する蛋白質の構造研究を通して、脂質性情報伝達物質の代謝機構について理解を深め

ることを目的とする。主としてヒトを含む哺乳類のアラキドン酸代謝に関わる蛋白質を対象とし、膜

蛋白質であるロイコトリエン C4 合成酵素、プロスタグランジン E2 合成酵素 1 等について結晶構造解

析、酵素活性の生化学的解明、阻害剤探索を推進している。 
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